
令和５年度
東横堀川における水都大阪の新たなシンボル空間創出調査研究業務 報告書概要版



１．はじめに
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⚫ 「沿川全体を歩けるように開きたい。」「もっと水に近づきたい、触れたい。」といった水辺により親しめる空間
が求められている。

⚫ 多様な主体の「発意」を生かして公共空間の利活用を実装していくためには、協議調整、許認可申請などのサポー
トを行うコーディネート機能が求められる。

①今年度の調査研究業務の方向性

昨年度までに明らかになった方向性

⚫ これまで活動がなかった農人橋以南で東横堀川でチャレンジしたい人を募集し、東横堀川の認知度を広めるとともに、
水に触れる体験を通して死水域など水面活用のポテンシャルを明らかにする。

⚫ 東横堀川の関係者と連携しながらモデル例を効果的に実施し、これまでの本業務の調査研究成果を、官民連携の未来
ビジョンに反映する。

今年度の狙い：東横堀川南エリアの拠点化可能性を探り、関係者と連携して東横堀川の将来像を検討する

⚫ 2023年2月、東横堀川水辺プラットフォーム検討
会が立ち上がり、官民連携まちなか再生事業にも
採択され、公民連携による未来ビジョンの検討が
スタート。

⚫ 昨年度から今年度にかけて、大阪市河川課が「令
和4年度公民連携による東横堀川水辺魅力向上調
査検討業務」を実施し、社会実験や調査を行いな
がら今後の目指すべき東横堀川の水辺の魅力空間
づくりについて基本方針をとりまとめる。

今年度の関係者の動き



②関係機関等との調整

■目的
・東横堀川の将来像についてハードとソフトを一体的に検討するため、今年度実施される大阪市河川課の「公民連携による東横堀川
水辺魅力向上調査検討業務」と連携する調整会議を開催した。

■実施概要
第1回 6月9日(金) 14:00〜15:00 〇河川課による春の社会実験の実施報告

〇水都大阪コンソーシアムによる秋の社会実験に向けての調整状況の共有
第2回 7月4日(火)13:00〜15:00 〇秋の社会実験の実施概要について共有・意見交換
第3回 8月24日(木)16:00〜17:30 〇秋の社会実験における水上の活用について共有・意見交換

(1)河川課 意見交換・社会実験等の調整会議

■目的
・東横堀川で実施される社会実験を東横堀川水辺プラットフォーム検討会が主催することで、東横堀川のまちづくりの情報発信を一
元化するとともに、関係者が連携して一体的に調査検討を行い、ビジョンの検討に資することを目的として参加した。

■実施概要
第1回 4月6日(木) 10:00〜12:00 〇検討会発足にあたりこれまでの状況共有と今後の報告性について
第2回 5月29日(月)14:00〜16:00 〇モデルエリア（本町橋〜農人橋）の公民連携のあり方について
第3回 8月21日(月)18:00〜21:00 〇未来ビジョン（骨子）について
第4回 2月7日(水)18:00〜20:00 〇未来ビジョン（素案）について

■検討会メンバー
東横堀川水辺再生協議会、大阪商工会議所、大阪市関係課、中央区役所、（一社）日本シティサップ協会、（一社）水辺ラボ 

(2)東横堀川水辺プラットフォーム検討会
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２．社会実験 春
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■日時
・5月28日（日）-6月4日（日）

■目的
閉鎖されていた水辺空間の利活用の可能性を広げる
・今後、護岸改修と水辺の再整備を目指す東横堀川において、その取組の第一歩
として、これまで閉鎖されていた川沿いの遊歩道と橋の下を開放し、水辺や水
上の利活用を体感してもらう。

・９日間にわたって川沿いの遊歩道や橋の下を開放し、本町橋から東横堀公園ま
で車道を通らず歩行できるようにする。また、遊歩道や橋の下を活用し、マー
ケットや音楽イベントなどを実施する。

＜橋の下活用イメージ＞

①社会実験「東横堀川ING2023」開催概要

■実施場所
・東横堀川緑道（本町橋〜東横堀公園）

■主催
・東横堀川水辺プラットフォーム検討会
・大阪市建設局道路河川部河川課

■協力
・水都大阪コンソーシアム

橋の下を活用 会場
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中面表面

＜パンフレット（A3/2つ折）＞

裏面

＜実施範囲＞



東横堀川HISTORY展示

水都大阪コンソーシアムとしては、東横堀川ING2023
春において、東横堀川の歴史やまちづくり、これから
についてを知り、考える展示を行った。
メインの展示は本事業の昨年度に実施したZERO展の
際に制作した大判の東横堀川マップとZERO視点を切
り取った写真を活用し、東横堀川の魅力や活用アイデ
アを参加者に追加してもらう体験型の展示とした。
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②展示の実施



３．社会実験 秋
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■日時
・9月22日（金）-10月1日（日）

■テーマ
・閉ざされた水辺から、開かれた水辺へ。そして、触れる。

■目的
・水上空間の利活用の可能性を広げる
これまでの調査で把握した「もっと水辺に近づきたい。」「水に触ってみたい。」
という意見をふまえ、川に足をつけられるような水上空間をメイン会場として設え、
公園では新しい活用方法にチャレンジできる空間とする。

・水辺空間を利活用する新たなアイデアやプレイヤーの発掘
2年間の調査の中で活用ニーズが少なかった南側エリアのキーポイントとなる場所で、
日常的に水辺空間の近くで暮らす人々に対し、身近な“水辺の良さ”の体験機会を提供
することにより、水辺空間に対する認知度や活用への意識を高める。

＜実施場所＞ ＜陸上と水上を活用したチャレンジ＞

■実施場所
・東横堀川緑道（末吉橋の南東詰）
・東横堀川死水域（末吉橋の南東）

■主催
・水都大阪コンソーシアム
・東横堀川水辺プラットフォーム検討会
・大阪市建設局道路河川部河川課

■参加総数
・826名
（内 水上バシャバシャテラス利用 274名）

＜水上バシャバシャテラスイメージ＞
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①社会実験「東横堀川ING2023秋」開催概要

裏面表面

＜パンフレット（A4）＞
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9.22（金）- 9.30（土）※18:00-21:00はライトアップ

バシャバシャテラス

［実施内容］
・プログラムを実施しない平日に、一般に
向けてバシャバシャテラスの貸出予約を
行った。
・基本的な使用ルールは通常時のバシャバ
シャテラスと変わらないが、自分たちでの
飲食の持ち込みなどを行い、比較的自由な
使い方ができるよう募集をかけた。
・参加費は無料。

［参加組数］
・利用予約は2組
（活用内容：空堀で働く方達の懇親会利用
／リモートワーク利用）

［効果］
・普段活動しているエリアだが特別を感じ
られ、ある程度の個室間もあったため貸切
での利用を良い体験だと感じていただけた。

［実施内容］
・陸上プログラム開催時は水上のバシャバ
シャテラスを自由に利用できるよう開放し
た。
・バシャバシャテラスでは川に足がつけら
れるゾーンを設け、子どもから大人まで足
を水につけて楽しんでいただいた。
・陸上プログラムで販売している飲食など
を水上で楽しんでいただいたり、パソコン
を持ち込んで仕事をしたり、参加者が思い
思いに過ごす空間となった。

［参加人数］
・274名

［効果］
・水に足をつける体験を通して、「水が冷
たくて気持ちがいい」「思っていたよりも
水質が綺麗で驚いた」という反応が多数得

られた。

9.25（月）- 9.28（木）12:00-20:00

バシャバシャテラス
フリーレンタル

［実施内容］
・参加者はスワンボートに乗り込み、漕
がずに水上に浮かぶ体験を行った。
・スタッフがスワンボートのロープを操
作し、死水域外に出ないよう誘導した。
・参加費は無料で行い、小さな子どもと
その保護者が一緒に楽しむ姿がよくみら
れた。

［効果］
・バシャバシャテラスよりもキャッチー
なアイコンとして子どもから大人までの
視線を引いた。
・水上に足をつけるのは気が引ける人で

も、より身近に水上を体験することがで
きた。

9.23（土）,24（日）,30（土）12:00-17:00

スワンボート

③プログラムの実施内容

（1）水上のプログラム
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9.22（金）17：00〜20：00

水上おでん屋台
［運営］（一社）おおさかもんイノベーション

［実施内容］
・世界に通用する大阪産（もん）として人気が高い“河内鴨”の
アツアツおでんを陸上で販売し、水上で食べられるようにした。
・当日は雨天にもかかわらず、近隣の方などに来ていただき、

完売となった。

9.23（土）12：00〜20：00

東横堀川でちょっと“Fujimaる”？
［運営］島之内フジマル醸造所

［実施内容］
・実施場所の川向いにあるワイナリー“フジマル醸造所”がキャ
ンプワインのソムリエとコラボして、フジマル醸造所のワイン
とキャンプ風の串焼きを提供。

・昼も夜も水上でワインを楽しむお客さんで賑わった。

9.24（日）18：00〜21：00

スウェーデントーチin末吉橋 ＋ HISTORY CINEMA
［運営］スウェーデントーチin大阪PJチーム＋上町電力

［実施内容］
・昨年度の東横堀川INGからチャレンジを行っているスウェーデ
ントーチin大阪PJチームが、近隣の貸自転車屋兼自転車発電会社
と共同で開催。
・陸上だけでなく水上バシャバシャテラスでミニスウェーデン
トーチを灯すことにチャレンジした。
・焚き火を眺めながら、自転車発電で実施場所付近の昔の写真や、
戦後の大阪市内の様子をまとめた動画を投影。落語教育家による
動画に合わせた歴史説明も行なった。

③プログラムの実施内容

（2）陸上のプログラム
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9.30（日）11：00〜15：00

あきちでプレーパーク
［運営］長居プレーパークつくろう会/プレーパークたねっこ

/もりまちっこ・まちっこパーク

9.27（水）18：00〜19：00

お茶を淹れる、今を感じる
［運営］grapefulwandering＋結音茶舗

［実施内容］
・谷町六丁目のお茶屋とコラボしたマインドフルネスの予約制
プログラム。参加者はお茶を淹れる体験を通して、まちの音な
ど自分の周りの感覚に意識を置き、心を整えるトレーニングを
行なった。本社会実験唯一の水上のみのプログラム。

9.29（金）15：00〜21：00

酒パンつつみ末吉橋店
［運営］酒パンつつみ

［実施内容］
・2021年より東横堀川INGに参加している飲食店が、実店舗
近くのエリアで初実施。日本のワインとパンのアテを販売し、
平日の夕方からたくさんの来訪者で一時売切れもあったが、
実店舗に取りに行くなど近さを生かした運営方法がみられた。

9.30（日）16：00〜20：00

水辺の花と灯りの音楽会
［運営］imamura/atelier leggero/sunth sunth/オロオロラジオ

/yorozu imamura

［実施内容］
・実施場所近くの美容師が主体となり、
演奏者・キャンドル作家・花屋による屋
外音楽会を行った。水上でもキャンドル
に火を灯し、演奏の雰囲気作りを行った
り、夜でも花の色が見やすい工夫を行い
老若男女に楽しんでいただいた。

［実施内容］
・昨年度の東横堀川INGからチャレンジを
行っているプレーパークが、段ボールや緑
道にある草木を使って段ボールハウスを作
るなど、子どもたちが自由に遊べる屋外空
間の活用にチャレンジした。
・水上に降りられる子どもたちは水上と陸
上を行き来して自由に空間を楽しんだ。

③プログラムの実施内容



（1）HISTORY展示

東横堀川ING2023秋において、東横堀川や実施エリアである末吉橋付近について
の移り変わりを、江戸時代から現在、未来の時代に沿って紹介し、これまでの歴
史とこれからの変化を体感してもらう展示を実施した。
なお、エリア周辺の特徴として住友銅吹所を紹介させていただくにあたり、住友
史料館および大阪歴史博物館にご協力いただいた。
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④展示の実施
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④展示の実施



水上バシャバシャテラスの実施にあたり、東横堀川の水質や水
環境について紹介する展示を行った。
参加者は陸上でバシャバシャテラスについての注意事項やルー
ル説明を受け、水質展示を確認したのち水上の体験を行った。
実際に水上に降りると水質が改善されていることを実感できた
との声を多数いただいた。
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（2）水質展示

④展示の実施



■実施内容
・昨年実施した東横堀川ZERO展に引き続き、カメラマンによるモデル例の記録を行った。
・モデル例の記録を残すことで、変化が始まる前の「ゼロ」の現状と比較したアーカイブを可能とした。

■カメラマン：増田好郎氏
1971年、兵庫生まれ。国内外の雑誌や広告媒体で活躍中。

〈2022年度〉 〈2023年度〉
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⑤記録・アーカイブ



（1）実施概要

■目的
・水辺空間だけでなく、水上の活用や、昨年度までの調査でニーズが

見えてこなかった農人橋以南の活用の可能性と課題を探るため、
以下の3つを中心にアンケート調査を行った。
①水上空間の利活用の可能性を探る
②水辺空間の利活用の可能性を探る
②東横堀川における末吉橋の拠点化の可能性を探る

■調査対象
・東横堀川ING2023秋 参加者

■調査期間
・2023年9月22日（金）〜10月1日（日）

■調査方法
・アンケート用紙の配布回収、

QRコード掲示によるGoogleフォーム入力による回答

■回収数
・184件
（うち、アンケート用紙回収183件、Googleフォーム入力1件）
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⑥アンケート調査 -水上活用・末吉橋エリアのニーズと課題 -
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1)東横堀川ING2023に参加した感想

⚫ 参加者アンケートでは、プログラムに参加してとても良かったと感じた方が68.5％、 バシャバシャテラスに降りてみてとても良
かったと感じた方が58.7％であった。

⚫ 理由としては、「普段は入れない場所・特別感がよかった「水上体験がよかった」「水に触ることができた・水が気持ちよかった」
など空間の特別感や実際に水上に降りて水に触れられることについて良かったと感じた方が多かった。

普段見れない景色で新鮮！

今まで入ってみたかったけど
入れなかったところに入れて大満足！

〈プログラムに参加した感想〉 〈バシャバシャテラスを利用した感想〉

（2）調査結果

⑥アンケート調査 -水上活用・末吉橋エリアのニーズと課題 -
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2)末吉橋周辺の整備について

⚫ 現在、末吉橋周辺の緑道は閉鎖された公園となっているが、今後整備され自由に出入りできるようになることに賛成の方が78.3％で、
新しい川沿いや水辺を楽しみだと期待する声が多かった。

⚫ 現在、東横堀川には本町橋しか船着場が整備されていないが、末吉橋周辺に船着場が整備されて船に乗れる場所が増えることについ
て賛成の方が61.4％で、水面の活用の仕方について面白く感じ、楽しみや期待感をもつ声が多かった。

⚫ 南北に3kmある東横堀川で水辺の拠点は本町橋周辺にある“β本町橋”しかないが、今後末吉橋周辺を新たなにぎわい拠点とする可能
性について可能性を感じている方が79.4％で、周辺住民やまちとの親和性が高いという意見が多かった。

〈末吉橋周辺の公園の自由な出入り〉 〈末吉橋の拠点化の可能性〉

心斎橋など大阪の中心にも
地下鉄やバス停などの駅も

近くて利便性が高い！ 

〈末吉橋周辺の船着場整備〉

⑥アンケート調査 -水上活用・末吉橋エリアのニーズと課題 -



⑦ヒアリング調査・ワークショップ

（2）オープンミーティングの開催

1)オープンミーティング2023秋

⚫ 東横堀川は、川が縦長なのでエリアごとに特徴付けた整備がいいのではないか。末吉橋周辺は住んでいる人や子どもも多い地域な

ので、安全に楽しめ、普段から身近に感じる要素が必要。（景色を眺める、一息つける、ぼんやりできる空間）

⚫ 末吉橋は駅からも近いので、音楽や飲食イベントができる駅前広場的な要素を含めるのもいいのでは。個人、店舗、団体など誰で

も予約すれば使える仕組みであってほしい。

⚫ 普段橋の上から見ていただけだったが、今回の社会実験で実際に水上に降りてみて良い印象に変わった。クルーズは値段も高いの

で、日常的に親しめる水都大阪ならではの通勤船などがあるといい。末吉橋はメトロともアクセスがいいので水上の駅としてのポ

テンシャルも高い。

⚫ 末吉橋周辺はいろんな地域ネットワークが既にあるので、公園が地域の新しいコミュニケーションの場になるといい。ただ、観光

客や地域外の人も気軽に参加できる空間にしていくことが課題。

オープンミーティング形式により、末吉橋を中心とした東横堀川の活用について多様な主体のヒアリング・意見交換を実施。

（1）有識者へのヒアリング調査
東横堀川沿川の利活用にあたり、今後の利活用に資する意見を得るために有識者へヒアリングを実施。

1)有識者 (大阪公立大学大学院農学研究科准教授 武田氏）

⚫ 東横堀川ING2023秋で水上バシャバシャテラスを使用してみて、いつもと視点が変わり、水面を見ているだけと体感することの

違いを感じることができた。橋の上の人と手を振り合う体験ができるとさらによかった。

⚫ 今後の水辺整備は、きれいな直線の護岸ではなく場所ごとに陸側の要素や特性が滲み出ると面白い。船からの目線も意識してみ

てはどうか。

⚫ 水辺利用のイメージがつきづらいため、飲食など分かりやすい実験を重ねて説明を続けることで、沿川（とくに南側）の方の認

知や活用の可能性も広がるのではないか。

⚫ 末吉橋での今回の社会実験は、夜の風景がよかった。普段は治安の問題もあるだろうが、電球が灯っているだけで自分のまちに

帰ってきた安心感などにつながる。
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４．今後のあり方への提案
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R3 R4 R5 R6〜

■意向把握の実施

・沿川地域や活動団体、若手にヒアリング等で意向把握
・モデル例の実施によるニーズ調査

公民連携による東横堀川水辺魅力向上
調査検討業務
（大阪市河川課）

官民連携ビジョン

（東横堀川水辺プラットフォーム検討会）

未来ビジョ
ンの策定

「東横堀川等の水辺の魅力空間
づくり基本方針（案）」取りまとめ

未来ビジョンの検討

台船上での水上バー

若手ヒアリング

スウェーデントーチ プレーパーク 水上シネマ

検討会
設立

反映

以下のような3年間の本調査研究業務の成果や今年度の河川課調査業務での検討を反映し、東横堀川水辺プラットフォーム検討会にて「東横
堀川水辺未来ビジョン（素案）」を取りまとめていく。令和６年度からは、水都大阪コンソーシアムとして検討会に参画しながら、ビジョン
を元に適切な役割を担いつつ、東横堀川におかえる公民連携のまちづくりおよびビジョン実現に向けて取り組んでいく。

東横堀川
ING2023 春

東横堀川
ING2023 秋

①

川とまちを
つなぐ

情報発信

②

水上を
活用した

ブランディング

③

水辺の
活用

チャレンジ

への支援
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①3年間のとりまとめと東横堀川水辺未来ビジョンへの反映

■“5つの方向性”実現に向けての試行実施

・昨年度整理した“5つの方向性”を実現するために、水上・
陸上を活用してみたいプレイヤーを公募し、9件のプログラム

をモデル例として試行した。

■公共空間で多様な主体の発意を実践するためのサポート

①企画・アクションを専門的なアドバイスでブラッシュアップ

②行政等の既存の制度・仕組みの中で翻訳し、関係各所と
の協議・調整、許認可取得を行う

→日常の利活用へと実装するためには、既存のルールの枠

を越えて、新たな仕組み・制度を提案・検討するコーディネー
トが必要。

■R4年度の成果と課題を踏まえた試行実施

・以下の2点を検証するため、大阪市河川課や東横堀川

水辺プラットフォーム検討会等の東横堀川の関係者と連
携し、東横堀川の南側エリアで社会実験を実施。

①これまで活用や活動がなかった本町橋以南のエリアの
活用可能性・ニーズを把握する。

②水に近い・水に触れられる体験から水上空間の可能
性・ニーズを把握する。

東
横
堀
川
シ
ン
ボ
ル
空
間
創
出
調
査
研
究
業
務
（水
都
大
阪
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）

「東横堀川等の水辺の魅力空間づくり基本方針（案）」の検討

まちづくりの方向性を整理

■活用を実践するまでの課題と水質環境の改善

・東横堀川の水上、整備された公園や緑道、その予定地に
おいては、調整・協議・許認可取得が多様な関係者（地域、
関係者、管理者、地権者など）との間で必要。

・本町橋以南での試行がなく活用可能性が検証できなかった。

・東横堀川の水質は改善され、飲水しなければ触っても問題
ないことが分かった。

■東横堀川における新たなシンボル空間創出・

水辺のまちづくりの“5つの方向性”
①活用価値の高い連続した水面を最大限活かす

②水辺へのアクセスを増やして南北を通して歩けるように
する
③沿川のプレイヤーや企業が活躍できる仕組みを整える

④公共整備と民間事業を連動して一体的な水辺空間づくリ
を目指す

⑤埋もれている歴史的な文脈を発掘して多様な主体の共
感をつなぐ

■明らかになった意見・ニーズ

・沿川全体の水辺を歩けるように閉鎖されたところも開
きたい。

・多様な主体の発意で利活用するところから水辺を開い
ていき、空間づくりにつなげていきたい。
・もっと水に近づきたい、触れたい。

明らかになった課題と成果

必要な仕組みの整理

■東横堀川南側エリアの拠点化・水上活用の可能性

・末吉橋を中心に、閉鎖された公園や水上に対する地域
住民や近隣事業者の利活用ニーズが高い。

・公園が整備され自由に出入りできることや、船着場とし

て舟運に親しめる場所になることに対する期待感が高く、
新たなにぎわい拠点として可能性が高い。

・東横堀川の水に足をつける体験や、水面により近づく体

験を通して、水辺に近い空間の良さや街中の水の気持ち
よさへのポジティブな反応が多い。

バシャバシャテラス 陸上と水上のつながり

明らかになった可能性

・水上活用の可能性を高める“死水域”が東横堀川のポテ
ンシャルである。

未来ビジョンへの大きな反映ポイント

・多様な主体が公共空間を活用するために必要なサポー
トと仕組みのあり方

・東横堀川南側エリア（末吉橋）の拠点化の可能性

反映

３年間の成果を
東横堀川水辺未来ビジョンへ反映



②：水上を活用したブランディング①：川とまちをつなぐ情報発信

■目的と内容

沿川のつながりの認知を広め、より水辺に親しむ機
会を創出するため、水辺に近づける入口や通り抜け
ができる箇所、橋のたもとなどに、サインプロモー
ションを展開する。水辺のアクセスルートとともに、利
活用の案内や近隣のお店情報、まちや川の歴史な
ど、川とまちに関する魅力情報をまとめて発信する
など情報発信を強化する。また実施の検証を行うこ
とで、継続的な実施体制やより効果的な実施方策の
検討を行う。 

①水辺に親しむサインプロモーション

・海外の人でも分かりやすい多言語表記やピクトグラムでのアク
セスルートの表示

②川とまちの情報がわかるガイドブック等の配布・公開

・エリアの歴史コラムなど川やまちの魅力情報をまとめた冊子の
発行

・近隣のお店や川やまちに関連する情報（イベントや行事、活動
内容）のSNS・WEB発信

①船と陸で移動するまちのクイズラリー

・水都大阪の教科書などを活用した謎解きクイズラリー
・まちと川の両側で楽しみながら歴史や魅力を発見できる

②小型船を活用した水上タクシー/バス

・市民から観光客までが気軽に乗船できる短距離移動の定期
便

③水都を感じる盆踊り

・水上に構えたやぐらと川沿いの一般参加者に分かれて水陸一
帯で楽しむ盆踊りの実施
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②今後の取組方針と事業イメージ

「東横堀川水辺未来ビジョン（素案）」に取りまとめているように、今後は公民がそれぞれの役割を担いながら連携して事業を進めていく。
未来ビジョンと水と光のまちづくり推進会議で定めた2024年度事業の方向性を踏まえて、水都大阪コンソーシアムでは以下の取り組み方針で
東横堀川のまちづくりに取り組む。 

・ Fieldwork Facility(ロンド
ン・デザイン会社)
結束バンドのようなもので固
定された駅から新開発エリア
までの案内表示

・ 豊田市美術館サイン
(株式会社キジュウロウ
ヤハギ)
壁に設置されたサイン

・ West Colfax 
Connects(アメリカ・コロ
ラド州)
徒歩・自転車が安全に
通行できるよう地面に
書かれた標識

③：水辺の活用チャレンジへの支援

■目的と内容
2025年大阪・関西万博に向けて増加が見込まれる

インバウンドや国内利用客に向けて、水都大阪の魅
力発信を行うため、水都大阪のブランディングとして
水上を活用したにぎわいづくりを行う。街中の河川と
いうポテンシャルを活かし、短い距離でも気軽にまち
と水上を行き来できる大阪市内を巡れるプログラム
や、東横堀川の安全安心な水上を活用したイベント
や取り組みを行う。

■目的と内容

計画されている東横堀川の護岸耐震改修工事を受
けて今後東横堀川沿川の整備が進んでいく中で、沿
川事業者や地域活動団体、本調査研究業務を通し
て活動を継続している活動主体などの水辺のステー
クホルダーとのつながりは不可欠である。本調査研
究業務でも明らかになったように、水辺の活用に
チャレンジしたい人と行政の窓口となるなどの支援
を継続的に行うことで、公民連携の東横堀川のまち
づくりに取り組む。

■事業イメージ ■事業イメージ ■事業イメージ

①公民をつなぐ活用窓口

・公園の美化や新たな活用につながる活動が継続して実施でき
るような支援を実施

②活用チャレンジ月間の試行

・多様な水辺の利活用を発掘し、水都大阪のネットワークづくり
のためのチャレンジ受入期間を実施

・東横堀川ING2023秋
普段は閉鎖された公園や水上を活用して様々
な主体によるチャレンジを受け入れた社会実験

・ SeaBubbles(フランス)
時速12km以上になると船
体が浮く水上タクシー

・中大江盆踊り
東横堀川沿川地域で行わ
れている盆踊り
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